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1.は じ め に

筆者は,さ きにフランスの19世紀初頭にお

ける精神薄弱児 ・者の処遇に関する報告を行

った1'2.サ ルペ トリエール救済院が成立 し

てから19世紀の初頭にベロムが 「白痴論」を

著すまでの問,サ ルペ トリエールに収容され

ていた精神薄弱児 ・者たちがどのように扱わ

れていたのかを検討 した.そ の結果,彼 らの

処遇について以下のような三段階の変遷過程

が仮定された.

第一段階:19世 紀の初頭には,サ ルペ トリ

エール救済院が,貧 者のための施設から精神

病を対象 とする病院へと,そ の役割を変えて

いった.こ の時点では,ま だ,精 神薄弱児 ・

者は,貧 者や精神病者とは別に分類されて処

遇されていたのではなく,主 として救貧 ・救

済対策の一つとして収容されていたと考えら

れる.

第二段階:19世 紀初め,サ ルペ トリエール

の精神病担当医であったピネル,エ スキロー

ルが精神病者と精神薄弱児 ・者を分類 し,精

神薄弱(Idiotie白 痴)の 定義を明 らかにした.

しかし,彼 らは精神薄弱児 ・者に対する教育

の可能性を確信 していなかった.

第三段階:サ ルペ トリエールのインターン

であったベロムが1824年 「白痴論」のなかで,

始めて精神薄弱児 ・者に対する教育の可能性

について述べた.

精神薄弱児が分類 ・処遇 され,そ して彼 ら

に教育を行うという考えも出現するという大

きな流れがあり,や がて,こ れが1830年 代の

セガンの生理学的方法の実践へと至 ると考え

られる.

II.目 的

本 報 告 で はエ ス キ ロール`Esquirol,Jean-

Etienne-Dominique(1772-1840)の 「白痴」

に関 す る概 念 に焦点 をあてて い く.エ ス キ

ロールを取 りあげた理由は,以 下 の ようであ

る.上 述 の第二段階の中で,ピ ネル とその弟

子であるエ スキロールの精神薄弱に関す る定

義や精神薄弱観が その後,精 神 薄弱児の処遇

の方法 に大 きな影響 を与 えた と考 えられた.

しか し,筆 者 の前報告で は,ピ ネルの原典 は

参照 したがエスキロールの原典 には直接 あた

ってはお らず,彼 の考 えかたは明確 にはなっ

てい なか った3.ま た,こ れ までの先 行研究

を概観 して も彼の原典 を参考 に した ものはほ

とん ど見 当たらない.そ こで,エ スキロール
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の著書 の中のIdiotieに 関す る記述 を ここに

紹介 し,そ の概要 を明 らか にす ることで彼 の

Idiotie観 を さらに明確 にす ること,こ れが本
　

報告の 目的である.ま た,.手 ス キロールとい

う人物 について も簡単 に記述する.

IH.エ ス キ ロ ール につ い て

ここで参考 に した文献は,ス ム レーニ ュの

Les.pionniersdelapsychiatricfrancaise

avantetapresPinel(「 ピ ネル 以前,以 降 の

フ ランスの精神 医学 のパ イオニ アたち」),2

VoL,ParisBailliere1930-19324で あ る.以 下,

エ スキロールの経歴 に関す るこの内容はすべ

てこの文献 による ものである.

ジ ャン ・エテ ィエ ンヌ ・ドミニ ク ・エ スキ

ロール は1772年2月3日,町 役 人の父 を持 ち,

ト ゥールーズに生 まれた.彼 の父はグラーブ

病院の管理者 であった,そ の関係 で 「強制区

画unquartierdeforce」 の 中に鎖 につ ながれ

た精神 病者 らの悲惨 な収容の様子 を見た こと

があ り,そ れが その後 まで印象 に残 っていた

とい う.こ の状態 は,1858年 に オ ト・ガ ロン

ヌ県 に新 しい収容所asileが 開 設 される まで

続 いた.

ナ ルボ ンヌ,モ ンペ リエで医学の勉学 を し,

パ リに出たのが革命歴 第七年(1798年) ,彼

が26歳 の ときであった.家 族 も経済的に苦 し

く苦境 に陥 ったが5,後 に 司法長官 にな った

マ テ ィウー ・モ レの家庭 教 師 を して いた ド

ゥ ・プユイズ ィユーの好意でモ レ家 に部屋 を

確保 で きた.さ らに医学の道 を進 み,サ ルペ

トリエ ール救 済院で ピネル に出会 う.「 天性

の才 能に恵 まれたこの二人は互 いに魅了 され

た.」 以降,終 生変 わ らぬ師弟 となる.

1805年 に 「精神病の原因,徴 候,治 療 方法

として考 え られ る情 熱」 で学 位 を獲 得 し,

1811年 か らサルペ トリエールの精神 病部 門 を

担当す る.1817年,精 神病 に関す る臨床講義

を初めて開設 し,大 きな成功 をお さめ,外 国

か らもこの講義 を見学 にきたほ どである.彼

はまた,自 分の手で5,6人 の精神病患者を

受け入れる寄宿舎をビュフォン通 り23番街に

作 り,彼 らと生活を共にした.医 師にその生

活が託されるのは患者にとって,精 神病者を

しりその治療 を学べるのは医師にとって,そ

れぞれ利点があると考えて実行 した.

また,地 方の精神病者の境遇を知 るために

「家から家へ
,救 済院から救済院へ,監 獄か

ら監獄へ」 と各地を訪れた.1818年9月 に内

務大臣あてにその調査結果を報告 した.い ま

だに鎖につながれた 「ピネル以前」の劣悪な

処遇の状態に置かれた精神病者の実態の改善

を訴 え,医 師,管 理者職員たちが精神病者の

ため に持続的な対応をする施設の設立を提言

した.こ れらの提言はそのときは無視された

が,の ちに実現したコロニーのモデルになっ

た.

また,1838年6月30日 に公布された法律の

成立にも尽力 した.こ れは、精神病者の入院

処分には医師の診断を必要なものとし,精 神

病者でないものには入院処分が講じられない

ように,ま た精神病者が囚人と一緒 に監獄に

入れられることのないようにすることなどの

規定 を明示 したものである.精 神病者の立場

にたった法律であると評価 されている.

また同じく1838年 には本稿で,と りあげて

紹介 をする彼の集大成である二巻か らなる著

作を刊行 した.

スムレーニュの記述はさらに進むのだが,

エスキロールの,精 神病の分類に簡単にふれ

てお く.彼 は精神病を五つのグループに分け

ている.

リペマニーLypemanie

マニーManie

モノマニーMonomanie

デメンスDemence

イデイオテ イIdiotie

ピネルと同じように,Idiotieを 他の精神病

とは別に分類 し,さ らにデメ ンスDemence

とも明瞭 に分けている.「デメンスDemence
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の者 は,か つ て享受 していた財 産を剥奪 され

て しまった者,い わば貧乏人になった金持 ち

であ る.イ デ ィオテ ィIdiotieの 者 は,つ ね

に薄幸で悲惨 な状態 にある者である.デ メ ン

スD6menceの 人 の状態 は変化 す る ことが あ

るが,イ デ ィオテ ィIdiotieは い つ も同 じ状

態であ る」

また,精 神病の原因のひ とつ として,精 神

的 ・心理的 な もの を挙 げていることは注 目さ

れる点で ある.例 えば,そ れは不安,恐 怖,

野 心,家 庭 の不安,そ して宗教,道 徳上の対

立,社 会 的,政 治 的な衝撃 な どである という.

】V.エ ス キ ロ ー ルのldiotie論

IV-1テ キ ス トの解題

参 考 に し た テ キ ス トは,DesMaladies

mentalesconsidereessouslesrapportsmedi-

cal,hygieniqueetmedico-legal(「 医 学 的,

衛 生的お よび法医学的見地の下 に考察 された

精 神 病 に つ い て」)1838年,PARIS,BAIL-

LIERE.で あ る.

この著作 は2巻 か ら成 ってお り,Idiotieに

関 す る記 述があるのは,第 二巻の第一部 の最

後 にあ る,「Idiotieに つ いて」 であ る.こ の

第二巻 は本文 だ けで860ペ ー ジの もので,目

次 を以下 に示す6.

第 一 部Folie狂 気 とその多様 性 につ

いての報告書(第 一巻 か らの続 き)

11章 モ ノマニーにつ いて

12章 マ ニーについて

13章Demence(痴 呆)に ついて

14章Idiotie(白 痴)に ついて

第二 部Folieに つ い ての統計 的,衛

生的報告書

五つの章か ら成 る

第三部 法医学の見地で考 えられた精

神病 についての報告書

三つの章か ら成 る

第一部 の14章 「ldlotieにつ いて」(p.283-

398)の 内容 を見 てい くと,項 目が たててあ

るわけではな く,同 じことが前 後 して出て き

た りしているので,本 稿ではで きるだ け原典

の順 を追 って紹介 をす るが,内 容が まとめ ら

れ る もの はまとめてい く.そ の内容 か ら,次

の五つ に分け られる.

①ldiotieに 関 す る概論

② 第一種Imbecillite痴 愚

③ 第二種 いわゆるIdiotie白 痴

④第三種 クレチ ン,カ ゴ ッ ト,ア ル

ビーノ

⑤Idiotieの 問題 に役立つ観察

本報告 は,Idiotieに 関 連 している①,②,

③ を取 り上げてい く.

N-21diotieに 関 する概論

N-2-a.Idiotieの 定 義

まず,エ スキロールは白痴 とい う状態 をT

す 言 葉 と し て ピ ネ ルPinel,Philippe

(1745-1826)の 使 ったIdiotismと い う言葉

を やめ て,Idiotieを 用 い る と述べ た後 に,

Idiotieの 簡 単 な定義 を してい る.「 白痴 とは

疾患 ではない.そ れ は次の ような状 態 をい う.

知 的能力 がけ して表われて はこない.あ るい

は,白 痴者 が同年齢の者 と同 じ条件 の下 に置

か れて,同 年齢 の者が受 けた ように教育 につ

いての知識 を獲得 で きるため には知 的能力が

十分 に発達す ることが で きない.」

IV-2-b.特 徴

Idiotieの 特 徴 をい くつ か指摘 してい る.

「白痴 は人生のすべての段 階におい て常 にそ

の ような(上 述の ような一筆者注)状 態 にあ

る.」 そ して,「 そうい う状 態が変化 す る可能
ノ

性 は考 え られ」ず,「 ほん のつ かの 間で も,

よ り理性 的で,よ り知的 なもの を与 えること

はで きない.」 たいてい の場合 その寿命 は短

命 であ り,「30歳 を越 えて生 きるこ とは,ま

れであ る.」 また,Idiotieに は 頭蓋骨 に,奇

形が見 られ るとしている.最 後 に指 摘 した頭

の奇形 に関連 して,後 で挙 げて いるすべ ての

症例 につ いて,必 ず頭 の円周 など大 きさを測

定 しているこ とが注 目される点 である.
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a

N2‐c.Demence痴 呆 との違い とその比

較

次 に,エ スキ ロールは,IdiotieとDemence

を 区別 している.ま ず,痴 呆 について記 して

いる.「 痴呆 は,マ ニーやモ ノマニーの よう

に,思 春期に始 まる疾患であ る.」 厂精神的な

衝撃や投薬によって,い くらかの観念,感 情

の表出 をするための力 を十分に呼 び起 こすこ

とがで きる」 とし,治 癒 の可能性 を指摘 して

い る.そ して,寿 命 はかな り高年 まで達する

とい う.「 頭蓋骨 の器質 的な損傷 につ いては,

た まに は認 められ るが,そ れは,事 故に よる

偶発 的な ものであ り,年 齢 の進行 に伴 う大脳

物質の変質 ・変化 にす ぎない」

両者 を比較 して,「 痴呆状 態の 人間は,変

化す る ことが ある;白 痴 状態 の人間 は常 に同

じ状態 にある.白 痴 は子供 の ときの特徴 を多

く持 っている,痴 呆 の者 は,成 人 した時の特

徴 を多 く持 ってい る.」 そ して,現 在,感 覚

が無 いか,あ るいは,ほ とんど,無 の状態で

も,「 痴呆 の者 は,以 前 に示 していた完全 さ

をい くらか残 している.白 痴の者は,常 に感

覚の ない状 態であった」一見,白 痴状態,つ

ま り 「観念 も,言 葉 も,動 きもな く,感 受性

と知能 は剥奪 されてい るように見え,自 分が

置かれた場所 にその ままでお り,衣 服の着脱,

食 事 は介助 されなければな らない」場合で も,

「すべ ての段階で
,研 究 し,観 察 しなければ

ならない」 そ うす ることに より,両 者 は区別

する ことがで きる.

そ して,後 天性 の痴呆 の具体例 と して,青

年 と女性の二つの症例 を挙 げている.

N-2-d.ImbecilliteとIdiotieの 分 類

そ して次 に彼 はIdiotieを 二 つ の系 列 に分

類 す る こ と を提 案 して い る.つ ま り,Im-

becilliteとIdiotieで あ る.そ れぞれ以下の よ

うに説明 している.

Imbecillite:「 感 覚 お よび知的能力 はわず

か しか発達 していない.感 覚,観 念,記 憶,

感 情,情 熱,そ して好み さえもあるが,そ の

程度 は低 い.感 じ,考 え,話 しをす る,そ し

て,い くらか教育 を受 け入 れ る こ とがで き

る.」

Idiotie:「 感 覚 はほ とん ど荒削 りの ままで

あ り,感 受性,注 意力,記 憶は無 かほ とん ど

無 である.そ の観念は,ほ んのわず かな もの

に限定 されている例えば,ほ んのわずかな も

のに限定 されてい る例 えば,本 能 的欲求 に対

して 自分 の情熱 を身振 り,単 音節 あるいは叫

び声 によって表す.」

Idiotieに は,i)知 的能力 の発達 に障害 を

もった ものの総称,現 在 の 「精 神薄弱」 「ち

え遅 れ」 などとい意味 と,ii)そ の 中で も特

に,そ の程度の重 い者,現 在の 「重度精神薄

弱」 の意味 を持 つ と考 え られ る.

N-31mbecillite「 痴 愚」

IV-3-a.症 例 の臨床観察

このなかでエスキロール は,四 人の症例 を

挙げてい る.

M(♂)37歳,ビ セー トル に収容

R(♀)11歳 の 時,サ ルペ トリエール

に収容

P(♀)1812年8月27日 ,22歳 で サル

ペ トリエ ールに収容

V(♀)1811年5月27日,22歳 の時 サ

ルペ トリエ ールに収容

この うち症例Rを みてい く.

「Rが サ ルペ トリエールに入所 したのは11歳

の 時 で あ った.私 が(エ スキ ロールー筆 者

注)彼 女 の観察記録 を作 ったのは彼女が19歳

の時であ る.Rの 頭 は とて も均整が とれて い

る:前 頭部 は高 くな ってお り広 い,ま た突起

が発 達 している;髪 は濃 く黒 い;目 は大 き くて

青であ る.鼻 はやや平 たい,歯 は立派で規則

正 しく並 んでい る.ほ ほはふ っ くらと,容 貌

はや さ しく,ほ とん ど表情 はない,肌 は白 く

柔 らかい,四 肢 は よく発達 してい る.次 の頭

の大 きさは生存 中の ものであ る.

周 囲0.497

鼻 の つけねから
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後頭部 の中央 まで0.363

前 頭 部一 後頭部 の直径0.181

両 側 の直径0.146

計1.187

Rは いつも座 っている.ひ ざを組み,手 を

エプロンの下において,肩 を常に動かしてい

る.肉 体的には,体 の調子は良く,食 欲はあ

る.食 い しんぼうで,食 事に何がでるのかが

気にかかる;仲間が食べているのを見 ると,

何か食べ ものを自分に与えるように要求 して

泣 く.両 親の ところにいたとき,逃 亡 して隣

の菓子工場に走 り去 り,目 についたパテをか

じってしまった;また食料品屋 に駆け込んだ

こともあり,そ の時はワイン,リ キュールを

奪い,も し妨げられなかったらビンを地面に

たたきつけていたであろう.こ の娘の歩 きか

たは遅い;だれかが近付いて くるのを見ると

重々 しく首を持ち上げ視線をそらす.自 分に

言われたことは理解 している.少 し記憶はあ

り,家 で見たことのあるものを話 している.

ゆっくりと,窒 息するような,喉 から出るよ

うな声で正 しく答える.ほ とんど自分から質

問 しないが,食 事,ト イレ,人 形などのこと

については要求をする.彼 女はいくつか歌を

歌 う.お 金の価値,計 算,お いしいものと人

形を買 うために蓄える事を知っている.母 親

が会いに くるのを喜ぶ;母親は世話をして く

れる者へ感謝 をしている;彼女 は自分が遊ん

でいるときは人形が好きであるが,そ れを保

管しておくことはなく,い ろいろなとこに置

いたままになっている.

Rは 臆病で,さ さいな音におびえている;

内気でお とな しい;彼女が優雅な衣服を身に

まとって姿をみせると皆を魅了 してしまう.

うぬぼれやで,へ つらいには敏感で,そ の容

姿をほめられると幸せそうにほほ笑む.彼 女

はずる くて強情である;ときどき夜尿をする.

そうすると自己弁護をし,自 分の世話をする

娘を責める.彼 女は同じ部屋にいる唖で粗末

な身なりの娘を嫌っている.こ の薄幸な同僚

の水泡の傷にピンを刺 したのには驚いてしま

った.こ の痴愚は文字を理解 しいくつかの単

語を読むことができる.彼 女の前で書いてい

るのをみて自分も試したいようにペ ンをとる.

母親は,彼 女に縫うことも編み物をすること

も教えることができなかったし,読 み書 きも

教えられなかった.一 人で住んでいたが,身

なりを整えて くれる娘の助けを求めた.彼 女

は男性のそばにいることを好み,そ の姿を見

つけるとほほ笑みそばに走ってい く.彼 女は

19歳になってもまだ生理はない.母 親は彼女

を妊娠 した時 とて もおびえていた.彼 女が生

まれた時,と ても弱かった:に もかかわらず

2歳 までは立派に成長 した,し か し諸器官の

発達が止 まってしまった.4歳 で歩 き始め,

知能の発達はゆっくりである.話 す力は7歳

くらいで,理 性 としては7歳 か ら8歳 くらい

ににている.よ り望ましい条件のもとでは社

会の中で生きていくことが許される.そ の程

度の教示を獲得することはまず確実である.」

すべての症例についてこのような臨床観察

が記述されている.

lV-3m.「 痴愚」の一般的な特性 と教育

の可能性について

まず,「感覚の力は弱い.記 憶はあまり活

発で もな く,確 実なもので もない;意志には

力がない;彼らはものを関係づけ,比 較 をす

ることができるが,一 般的,抽 象的概念にま

で高めることはできない.け して言語を欠い

ているわけではない.も し唖の状態であって

も顔つきや身振 りによって自分の考えをうま

く表すことができる.」

そ して,教 育の可能性については,「彼 ら

は教育可能educableで ある;配慮することで,

彼 らに備わっていた感覚 と知能の一部 を発達

させることができる,し かし,こ の教育とは

生活の日常的なことに限定 される」 また,彼

らの示す 「習慣,模 倣によって影響 を受けた

概念や行為を,理 性の結果と判断するのは間

違いである」 としている.
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1V-41diofie「 白痴」

N-4-a.症 例 の臨床観察

エスキロールは,次 の七人の症例 を挙 げて

いる.

Quenau(♀)1781年,10歳 の 時,サ

ルペ トリエールに収容

G(♀)1813年,19歳 で サ ル ペ トリ

エールに収容

M.V.(♂)10歳 の 時,国 立聾 唖 院 に

入学

M.deG.(♂)1825年8月6日,36歳

で シ ャラ ントンに収容

E.(♀)23歳

Aba(♂)ビ セー トル に収容 され てい

る30歳 くらいの白痴者

Matteau(♀)1836年5月7日,10歳

で サルペ トリエ ールに収容

M.V.を み てい く.

「M.V.は,妊 娠 中か ら昏 睡状態 にあった ま

まの母 親か ら生 まれた.惜 しまない世話 にも

かかわ らず,健 康状態は悪 く,6歳 に な った

ころの ある 日遊 びなが ら突然papaと い う言

葉 を発 した.し か し,た った一回だけであっ

た.7歳 の 時,諸 器官 の発達 を妨 げるとて も

重い脳 炎 にかか った,そ れが知的,感 情的能

力の大 きな障害 として長 く続 き,さ らに,す

でに弱 くしか も遅 れていた発達 を停止 させて

しまった.そ の とき以来,彼 は怒 りぼ く騒が

しい人 間 にな って しまった;自 分 に近付 いて

来 る人 を引 っ掻 き,打 ちたたき,唾 をはきか・

け,夜 も昼 も鋭 く,い くぶ ん悲 しげな叫び声

をあげ る.動 物の音 を聞いた り,そ の姿 を見

た り,気 配 を感 じた りす ると,と たんに脅 え

だす.誰 かが 『豚cochon』 とい った言葉 を

記憶 に とめ,い まだに繰 り返 し,す べ ての言

葉にあてはめている.」

「次 の頭 の測定 は生前の ものである.

周 囲0.547

鼻 のつ けねか ら

後頭部の 中央 まで0.330

前 頭 部一後頭部 の直径0.180

両 側 の直径0.155

計1.212」

厂この若者 は
,読 み書 きも話す ことも学ぶ こ

とがで きなか った.し か し,知 的能力のい く

つか は一定程度の範囲で行使 される .彼 は人

と場所 をよ く知 ってい る.い くつかの概念 を

結 びつ ける話 しは しないが,彼 が意味付 け し

た ものに対 して 自分 で作 った音 を発音す る.

こ う して彼 はpa,pa,pa ,ma,ma,ma,と い う

シラブル を世話をする夫人 にあてはめ る.ま

たlolojour,memeを 自分の知 ってい る人,

話 しか けて きた人 の手 を取 りなが ら言 う.」

この ような観察記録がすべての症例 につい

て記述 されている.

N-4-b.厂 白痴」 の一般的 な特 性 と教育

の可能性 につ いて

まず,身 体 的な特徴 について は,「 発育不

全 で,腺 病質,て んかんがあ り,マ ヒが ある.

頭 は極端 に大 きいか小 さい,形 態 は良 くな く,

後 頭部 は偏平で顔 に比べ る と小 さい.額 は短

く狭 い,額 は尖 っているが,後 頭部 はへ こん

でい る.左 側 よりも右側 の方 につ きでてい る

;目は痙攣 して お り,や ぶ に らみで左 右 の大

きさが同 じで はない;唇 は厚い.口 は大 き く

開い て,そ こか ら唾が 流れ る;歯 並 び は悪 く

虫歯 がある.」

次 に,感 覚器 官,厂 感覚 器官 の形態,対 称

性 の欠 陥は,感 覚活動が不 完全 であるこ とを

十分 に示 してい る.彼 らは聾 であるか,半 ば

聾,あ るいは よ く聞 こえない のであ る;彼 ら

は唖で あるか,あ るいは短音節 でさえ も発す

ることが 困難であ る.彼 らの緘黙 は,難 聴,

話 しをす る器官の形態 の まず さ,音 を発す る

ために必 要 な動 きを模倣す るこ とがで きない

ことに よる;あ る者 は鋭 く押 し殺 した,し ゃ

がれた叫 び声 をだす.」 続 いて視覚,臭 覚,

食 欲,触 覚 について もふれてい る.

また,か れ らの感覚 を他の障害者の場合 と

比較 し,さ らに教育の可能性に論 を進 めてい
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る.「盲人あるいは聾唖の者は感覚が剥奪さ

れていることにより,人 間が獲得するはずの

概念を欠いている,こ のことは,間 違いのな

いことである;道具 は剥奪 されているが,知

能は侵 されてはいないので,一 般的,抽 象的

概念 を獲得するために十分に働 く.盲 人も聾

唖の者 もいろいろな方法で注意力を取 り戻す

事が可能である.こ のことは,イ タール博士

により示 されているし,こ の学識のある医師

が 『アヴェロンの野性児』の教育にうまく応

用 している.盲 人,聾 唖の者は教育可能であ

るが,白 痴の場合は,そ うではない.」 そ し

て言葉にふれ,語 彙の広 さが 「白痴」の知能

の程度を判断する基準になることを示唆 して

いる.

「痴愚」の場合は,日 常生活に関連のある一

定程度の教育の可能性は示唆していたが,こ

こで,「 白痴」における教育の可能性につい

ては,は っきりと否定 している.

言葉による知能程度の分類については後で,

繰 り返 して詳しく展開されている.そ れによ

ると(p.340),「 言葉というものは,人 間に

基本的に与えられ,自 分の考えを表現するた

めに与えられたものである.言 葉は,最 も恒

常的に白痴の者の知的能力と比例 した徴候で

あり,白 痴の者の多様性の原則を表す もので

ある.

痴愚の第一段階では,言 葉を自由に容易に

使 う.

痴愚の第二段階では,言 葉の使用はあまり

容易ではな くな り,語 彙 も限定される.

白痴の第一段階では,と ても短い単語 と文

を使うにすぎない.

白痴の第二段階では,単 音節あるいは,い

くつかの叫び声を発するだけである.

白痴の第三段階では,言 葉 も,文 も,単 語

も,単 音 もない.

運動は 「腕 と手を緊張 したように突っ張 り,

不器用に体 を支える」「歩 きかたは重々しく

不規則である.簡 単に地面にひっくり返 る;

自分が置かれた場所にその ままでいる;彼ら

は目的 もなく動 き,な すべ きことができな

い」

続いて,以 下の内容が続 く.

消化機能

自己保存能力の欠如

音楽への偏好

常同行動 と固執性

排泄習慣の未確立

顔面の特徴

自傷行為

道徳性の欠如
「白痴」をもたらす原因について,物 理的,

素質的な原因として 「土地,水,空 気の影響
7
,母 親の生活の仕方,遺 伝,腺 病 を生 じや

すい特定の地方,山 岳地帯」を挙げている.

まず,遺 伝の例 として,サ ルペ トリエールに

いた 「白痴」の姉妹の実例を持ち出している.

その他,「 産婆が新生児の頭をこね くり,大

脳の損傷 をもたらす」こと.「普通に成長 し

ていた子供が,一 度痙攣発作やてんかんの発

作を起こしそれ以降の発育と器官の発達を止

めて しまう」「幼児期の髄膜炎や大脳の発熱

によっても白痴が もたらされる」

そ して,「 生得的な原因」 と 「後天的な原

因」という言葉を使って整理している.
厂生得的な原因」をもつ 「白痴」 は,「生 ま

れたときから感 じられる」「この新生児の頭

は大きいかあるいは,と て も小さい,虚 弱 な

顔の特徴 を持つ.乳 を飲むのが難 しく,良 く

飲まない.や せて血色が悪 く,5歳 か7歳 の

年令以前には歩行 しない.話 すことは学べな

い,あ るいは,い くつかの単語,単 音節 しか

覚えないし,覚 えたとしても遅い.」
「後天的な原因」による 「白痴」は,「成長

すると同時に,知 能が発達し,感 受生が強い,

健康に生 まれた子供が」「その生命力が弱 く

な り,活 動性を早 く使いはたして しまい,知

能は停止 したままで,も う何 も獲得 はしな

い 」
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最後 に,知 的能力 と頭の形態 との関連につ

い て か な りの ペ ー ジ を費 や して い る(p .

334-352).

こ の こ とに関す るそれ までの研究者 として,

Hipporate,.Willis,Brown,Pinel,Richerand,

Vesaleな どの名 を挙 げ てい る.エ ス キロー

ルはすべての症例 について測定 している よう

に,① 周囲の長 さ,② 鼻 のつ けねか ら後頭部

の 中央 まで,③ 前頭部一後頭部の直径,④ 両

側 の 直径 の,お のお の の数 値8と そ の総 計

(①+②+③+④)に つ いて,「 理性 を持つ」

一般女性
,精 神 病の女性,「 痴 愚」,と 比較 し

た結果,正 常 な女性 に比べ その数値 は小 さ く

なってい る.そ して 「大脳 の大 きさを示 して

い る四つの測定値 の合計 を推測する と,こ の

器官の大 きさは知的能力 と同じ比率で減少 し

てい るので,大 脳 の大 きさはこの知的能力 を

表 しているのか も知 れない」 としている.

V.ま と め

前 回の報告 で取 り上 げたエ スキ ロールの

厂白痴」 に関す る記述 を
,直 接彼 の原典で確

認 するこ とがで きた.

まず,エ スキロール は,数 多 くの臨床的な

観 察 を行 い,「 白痴」 を,痴 呆 と区別 す る.

そ して,「 白痴」 を感覚,知 的能力 の程度 に

よ って,「 痴愚」 と 「白痴」 に分類 した.こ

こでは 「白痴」 とい うことばは,総 称 として

用 いる場合 とその程度の重度 な者 ・状態 を指

し示す,二 通 りの使い方 をしていることがわ

かる.

さ らに,言 葉 を使 うことがで きる程度 に よ

って,「 痴愚」 を二段階,「 白痴」 を三段 階に

分類 した.

教 育 の可能性 につい ては,「 痴愚」 は 日常

的 なことに限定 して,教 育可能である.し か

し,厂 白痴」 は,は っき りと否 定 してい る.

この時,視 覚障害,聴 覚障害 は,概 念 を獲得

で きるので可能性 がある と述べた後 に,比 較

す るように 「白痴」 の教育可能性 を否定 して

いるの だ.た だ,エ スキロールのい うところ

の教育 とは何 かにつ いては不明であ る.後 で,

厂白痴」教育 を実践 したセガ ンがエス キロー

ルの この結論 を 「実際 に教育 して導 き出 した

もので はない」9と 批判 して いるの もうなず

けるところである.
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1.星 野常夫 大井清吉:フ ランスにおける精神

薄弱児の処遇の歴史に関する一考察(1)一サルペ

トリエール救済院の成立から,そ こで精神薄弱

児の指導が行われるまで一,特 殊教育学会第24

回大会発表論文集,558-559,・:・

2.星 野常夫:フ ランスにおける19世 紀初頭 まで

の精神薄弱児の処遇に関する一考察,一 サルペ

トリエール救済院の設立からベロムの 「白痴論」

まで一文教大学教育学部紀要第20集,34-43,

・:・

3.文 献1の 発表の後,エ スキロールの原典の一

部は訳出し紹介 した.星 野常夫 大井清吉:フ

ランスにおける精神薄弱児の処遇の歴史に関す

る一考察(2)一エ スキロールのIdiotie論 を中心に

して一,日 本特殊教育学会25回 大会発表論文集,

178-179,1987

4.著 者ReneSemelaigne(1855-1934)は ピネル

の甥の娘の子である.こ の著者はフランスの精

神医学の進展に貢献をした医師のひとり,ひ と

りについて医学的業績はもちろんのこと逸話 も

とりいれており,興 味深い読み物でもある.と

りあげている精神科医のうち,精 神薄弱の分野

に関連のある者 としては,ピ ネル,エ スキロー

ルのほかに,フ ェリュス,フ ァルレ,ボ ォアザ

ン,ベ ローム,リ ューレ,ブ ルーヌビルがいる.

またこの著書は精神医学史の文献 としては,定

評があ り,ジ ルボーグの 「医学的心理学史」を

はじめとして,こ の著書 をよく引用 している.

エ ス キロールについて は,第 一巻 のp .124～

p.140に 掲載されている.

5.こ の時の苦境をものがたるエ ピソー ドが,や

はり,こ の著書の中に書かれてある.パ リに出

る息子の古いコートの折 り返しの中に,母 親は

いくらかの紙幣を縫い付けておいた.エ スキ

ロールはそのことをすっか り忘れてしまい,余

りにもボロボロになったその上着 を窓から捨て

て しまった.気 がついた時は,後 の祭 り.困 り

はてて,両 親に手紙を書 き送ったが,彼 らは作
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り話と考えて相手にされず,も うこれ以上の送

金できないとの返事があったという.こ れには

後 日談があり,功 な り名を遂げた彼 は,学 生に

慎み深い助言を与えることを好むのだった.「私

のようにして,け して古着の中にお金を隠 して

はいけない」 と.

6.筆 者が,フ ランス国立図書館から取 り寄せた

マイクロフィッシュは第二巻分であり,第 一巻

の目次について掲載されていないのでは不明で

ある.お そらくエスキロールが分類 した五つの

疾患を順次に記述 されているのであろう.

7.腐 敗 した死体や泥水から発生する汚染 した空

気 が 対 内 に 侵 入 し,そ れ が体 液 を変 化 させ 病気

を引 き起 こす と い う ミア ス マ 説 に よ る もの と思

わ れ る.

8.数 値 の 単 位 は,こ れ まで 明 示 さ れ て は い な か

っ たが,349ペ ー ジの 本 文 中 に ミリ メ ー トルmil・

limetreと い う単 位 が で て くるの で,メ ー トル,

セ ンチ メー トルで あ ろ う.本 稿 で 取 り上 げ た 症

例Rの 「頭 の周 囲0.497」 は,「 頭 の 周 囲49セ ン

チ7ミ リ」 で あ ろ う.

9.松 矢 勝 宏:エ デ ュ ア ー ル ・セ ガ ンの教 育 思 想

に 関 す る一 考 察,特 殊 教 育 学 研 究 第11巻2号,

27-42,1973
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